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建屋内の滞留水を屋外タンクに移送後、RO装置にて処
理後、構内散水。

既設サブドレンの揚水井はがれきの除去、浄化およびポ
ンプは復旧済み
移送ラインおよびサンプリングタンク設置済み

分
野
名

括
　
り

作業内容

５／６号設備運用状況

これまで1ヶ月の動きと今後1ヶ月の予定 8月 9月5月

現
場
作
業

６号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－
３号機使用済燃料プールからの燃料取り出しのスケ
ジュールに影響を与えないよう実施予定。

備　考

5号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－
３号機使用済燃料プールからの燃料取り出しのスケ
ジュールに影響を与えないよう実施予定。

５，６号機の設備維持に必要な計画点検の実施

6月 7月

下
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業
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３．滞留水の処理

５
／
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号
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備
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用
状
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運
用
管
理

ＤＧ、冷却設備
等の維持

（実績）
使用済燃料の冷却継続(H25.11.29使用済燃料プールへの燃料移動完了）

（予定）
使用済燃料の冷却継続

（実績）
6/1原子炉から使用済燃料プールへの燃料移動完了
使用済燃料の冷却継続
（予定）
使用済燃料の冷却継続

サブドレンの復
旧

（実績）
滞留水移送・処理
（予定）
滞留水移送・処理

（実績）
サブドレン設備復旧方針検討
（予定）
サブドレン設備復旧方針検討

建屋滞留水移
送・処理

5号機使用済燃
料の冷却

6号機使用済燃
料の冷却

（実績）
計画的な点検の実施
（予定）
計画的な点検の実施

１．設備維持

２．使用済燃料
の冷却

炉内→プールへ燃料移動

滞留水移送・処理

使用済燃料プール冷却継続

使用済燃料プール冷却継続

サブドレン設備復旧方法検討

5号機計画点検の実施

６号機計画点検の実施



福島第一原子力発電所５・６号機

の現状について

２０１５年６月２５日

東京電力株式会社
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サプレッションプール

復水貯蔵タンク

ＥＣＣＳ

ＭＵＷＣ
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：運転中
：停止中（待機中）

：主要配管（通水）
：主要配管（非通水）

ＦＰＣ ：燃料プール冷却浄化系
ＣＵＷ ：原子炉冷却材浄化系
ＲＣＷ ：原子炉補機冷却系
ＳＷ ：補機冷却海水系
ＲＨＲ ：残留熱除去系
ＲＨＲＳ ：残留熱除去海水系
ＭＵＷＣ ：復水補給水系
ＥＣＣＳ ：非常用炉心冷却系
ＣＲＤ ：制御棒及び制御棒駆動系

スキマサージタンク
使用済燃料プールゲート

ＣＲＤ

燃料は使用済燃料プールに移動が完了し，冷却継続中。

核計装

燃料

貯蔵場所 新燃料数 使用済燃料数 総数
原子炉圧力容器 0 0 0

使用済燃料プール（貯蔵容量：１５９０） 168 1374 1542
新燃料貯蔵庫（貯蔵容量：１７０） 0 0

５号機　燃料貯蔵状況　　　　　　　 （単位：体）

１．使用済燃料の冷却（５号機）
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１．使用済燃料の冷却（６号機）
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ＲＨＲＳ

使用済

燃料プール

海
海

サプレッションプール

復水貯蔵タンク

ＥＣＣＳ

ＭＵＷＣ

ＲＣＷ

：運転中
：停止中（待機中）

：主要配管（通水）
：主要配管（非通水）

ＦＰＣ ：燃料プール冷却浄化系
ＣＵＷ ：原子炉冷却材浄化系
ＲＣＷ ：原子炉補機冷却系
ＳＷ ：補機冷却海水系
ＲＨＲ ：残留熱除去系
ＲＨＲＳ ：残留熱除去海水系
ＭＵＷＣ ：復水補給水系
ＥＣＣＳ ：非常用炉心冷却系
ＣＲＤ ：制御棒及び制御棒駆動系

使用済燃料プールゲート

ＣＲＤ

核計装

燃料は使用済燃料プールに移動が完了し，冷却継続中。

貯蔵場所 新燃料数 使用済燃料数 総数
原子炉圧力容器 0 0 0

使用済燃料プール（貯蔵容量：１７７０）      198* 1456 1654
新燃料貯蔵庫（貯蔵容量：２３０） 230 230

６号機　燃料貯蔵状況　　　　　　　 （単位：体）

スキマサージタンク

燃料

＊４号機の新燃料180体を含む
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２．滞留水処理の状況

震災により、建屋内には大量の海水及び地下水が流入し炉
冷却設備用電源が水没する可能性があったため，復水器・タ
ンク・メガフロートへの移送で回避した。

５・６号機は燃料等は健全であり建屋内滞留水の放射性物
質濃度は低レベルである。現状，原子炉建屋は排水及び止水
処置により滞留水は無く，タービン建屋・6号機原子炉建屋
付属棟で継続する地下水流入に対応するため，海水淡水化装
置（RO装置）で浄化した上でCs134,Cs137,Sr90(もしく
は全β),H3の告示※濃度比の合計が0.22を下回ることを確認
し、散水を行っている。

現在の滞留水の全体量は，約32,000ｍ３（Ｈ２７．６現
在）であり，建屋周辺の地下水が，継続して流入している（
現在の流入量：約４５ｍ３ ／日）が，RO装置により至近の実
績では約６０ｍ３／日程度散水しており，全体量としては安
定して減少傾向にある。

※：実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示
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２．（１）滞留水量の現状

６ｕRW/B

６ｕＴ/B ５ｕＴ/B

地下水

45m3／日（5・6u合計）

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ａタンク

Ｂタンク

Ｃタンク

Ｋタンク

散水用タンク

H・Ｉ・Ｊタンク

N

海水配管及びケーブルトレンチ

約3,000m3（5・6号機合計）

６ｕRx/B ５ｕRx/B

5号タービン、6号タービンおよびRW建屋

約6,000m3（5・6号機合計）

タンク貯留量

約15,000m3

５・６号機滞留水の合計約32,000m3（H27.6現在） メガフロート

約8,000m3（ろ過水）

海



２．（２）滞留水処理の流れ

５・６号機内の滞留水は以下の流れで処理している。

①建屋内の滞留水は、6号機Ｔ／Ｂから屋外の受入タンクに移送する。

②受入タンクエリアで油分分離され、貯留タンクに移送する。

③ＲＯ装置にて処理され、放射能濃度を確認し、散水する。

5

6号機T/B

受入タンク
（A/B/C）

貯留タンク
（H/I/J)

ＲＯ装置

構内散水用
タンク

散水へ

①

②

③



２．（３）滞留水貯留設備の現状

6

５・６号機の滞留水貯留設備は、６号機北側に設置されて
いる。また、メガフロートは港湾内に係留されている。

No タイプ 基数 容量（ｍ３）

Ａ 角形溶接 １２ 462

Ｂ 角形フランジ ４ 440

Ｃ 円筒形フランジ ７ 1,200

ＨＩＪ 円筒形フランジ ２１ 10,041

Ｋ 円筒形溶接 ５ 5,500

構内散水用 丸形横置き溶接 ８ 520

メガフロート １ 8,000

タンク

メガフロート

６号機 ５号機

Ａ
Ｂ

Ｃ

ＨＩＪ

Ｋ

構内散水用

Ａタンク Ｂタンク

Ｃタンク Ｋタンク

構内散水用タンクH・Ｉ・Ｊタンク

「提供：日本スペースイメージング(株)、(c)DigitalGlobe」
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２．（４）滞留水の濃度

各エリアにおける滞留水の濃度

ＨＩＪタンク Ｋタンク ＡＢＣタンク ６号機T/B建屋 メガフロート

塩分濃度(PPM) 19,000 4,200 240 240 200

放射能濃度
Cs-134(Bq/L)

46.9 29.0 7.4 7.4 1.9 

放射能濃度
Cs-137(Bq/L)

173.0 83.0 27.0 27.0 5.2 

放射能濃度
H-3(Bq/L)

1,031 1,887 852 852 ND(<106)

放射能濃度
全β(Bq/L)

3,106 ND(<8.3) 188 188 19

備考 代表：Ｉタンク
＊６号機建屋濃
度と同様

平成27年3月現在
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昨年９月からの滞留水の総量は以下のとおり

２．（５）滞留水量の推移


